
　

ブ
ナ
や
マ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
樹
木

に
、
種
子
の
実
り
の
い
い
「
成
り
年
（
豊
作
年
）」

と
、
実
り
の
わ
る
い
「
裏
年
（
凶
作
年
）」
が
あ

る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
、
北
日
本
の
落
葉
広
葉
樹
を
代
表
す
る
ブ
ナ

林
で
は
、
豊
凶
の
生
産
量
に
数
百
倍
の
開
き
が

あ
り
、
天
然
更
新
や
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
と
の
深

い
関
係
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
豊
凶
現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

は
、
豊
作
年
に
種
子
を
つ
く
る
た
め
に
た
く
さ

ん
の
資
源
を
使
っ
た
あ
と
、
つ
ぎ
の
資
源
の
蓄

積
に
１
年
以
上
か
か
る
た
め
、
翌
年
の
種
子
生

産
が
減
る
の
だ
ろ
う
、
と
推
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
繁
殖
年
齢
に
達
し
た
樹
高
数
十

メ
ー
ト
ル
の
高
木
で
は
、
樹
冠
か
ら
サ
ン
プ
ル

を
採
取
す
る
む
ず
か
し
さ
や
、
個
体
の
資
源
量

を
確
定
す
る
技
術
的
な
限
界
な
ど
か
ら
、
ま
だ

確
か
な
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
最
先
端
の
安
定
同
位
体
技

術
を
用
い
て
高
木
３
樹
種
に
つ
い
て
調
査
し
た

実
験
で
、
種
子
生
産
に
使
う
炭
素
源
が
、
樹
体

内
の
貯
蔵
炭
素
（
デ
ン
プ
ン
）
で
は
な
く
、
そ
の

年
に
光
合
成
で
生
産
さ
れ
た
炭
素
で
あ
る
こ
と

が
初
め
て
実
証
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
光
合
成

生
産
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
窒
素
資
源
（
タ
ン
パ

ク
質
）
に
着
目
す
る
と
、
ブ
ナ
で
は
豊
作
年
に
は

た
く
さ
ん
の
窒
素
資
源
が
優
先
的
に
種
子
生
産

に
使
わ
れ
、
花
芽
分
化
に
必
要
な
窒
素
資
源
が

不
足
し
て
花
芽
を
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
翌
年

は
凶
作
と
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ブ
ナ
は
種
子
生
産
に
伴
っ
て
、
土
壌

か
ら
吸
い
上
げ
る
窒
素
量
の
葉
へ
の
配
分
を
減

ら
し
た
り
、
殻か
く

斗と

の
窒
素
を
種
子
に
転
流
し
た

り
し
て
、
窒
素
を
巧
妙
に
や
り
く
り
し
て
い
る

こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
調
査
か
ら
、

ブ
ナ
の
結
実
豊
凶
の
鍵
は
、
窒
素
資
源
に
あ
る

こ
と
が
し
だ
い
に
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

（
２
０
１
９
年
11
月
15
日
開
催
講
座
よ
り
）

　 ドングリ（ブナ）の豊凶のしくみ

　多摩森林科学園にて森林講座を
開催していましたが、新型コロ

ナウイルス感染症の感染拡大防止の
観点から現地での開催を見合わせて
おります。

　今後、動画形式での森林講座の
公開を予定しています。遠方の

方でもご覧になれるようになります
のでお楽しみに！

▼最新の情報は、ホームページでご案内します。
https://www.ffpri.affrc.go.jp/ffpri.html

韓 慶民　Han Qingmin

植物生態研究領域

◀森林総合研究所
　ホームページ

◀ブナの花芽

▲ブナの実（殻斗の中に
種子が２つ入っている）

　▲ブナの花

　▲枝に貯蔵されたデンプン
　　（放射状に濃い紫色になって
　　いる部分。ヨウ素液で着色）

▲木に登り高枝鋏でサンプルを採取する筆者

雌花

雄花

殻
かく

斗
と

種子
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O P E N  S E M I N A R

森 林 講 座 の お 知 ら せ


